









































New dinosaur ichnofauna from the Lower Cretaceous of the eastern margin of Asia: 


















タイプと Amblydactylus タイプという 2 つの印跡動物タイプに分けることができ，こ
れは当該地域から産出するイグアノドン類体化石の分類学的多様性と対応している
と考えられる．一方，獣脚類の足跡化石は印跡動物科のグラレーター科，ユーブロ
ンテス科，およびオルニトミミプス科，印跡動物属の Asianopodus と Minisauripu と





Caririchnium と Amblydactylus を含む． 
 北谷恐竜足跡動物相の構成は，獣脚類とイグアノドン類が卓越する．この傾
向は晋州（韓国）および夾関（中国四川省）恐竜足跡動物相の構成と類似しており，
特に，後者とは類似性が高い．その一方で，北谷恐竜足跡動物相の印跡動物分類群
のいくつかは田家楼（中国山東省），涇川（中国内モンゴル自治区），河口（中国甘
粛省），およびコク・クルアト（タイ）恐竜足跡動物相と共通するが，全体的な印跡
分類学的構成は互いに異なる． 
 前期白亜紀のアジア大陸には，山系で隔てられた複数の堆積盆が存在してい
た．特に， 秦嶺，大別，および蘇魯といった山系はアジア大陸を内陸部と沿岸
部に隔てていた．獣脚類およびイグアノドン類優勢の恐竜動物相は日本，韓国，お
よび四川省といった沿岸部に，獣脚類と竜脚類優勢の恐竜動物相は山東省や内モン
ゴル自治区といった内陸部に分布していた． 
 
	  前期白亜紀のアジア大陸には，山系で隔てられた複数の堆積盆が存在してい
た．特に，秦嶺，大別，および蘇魯といった山系はアジア大陸を内陸部と沿岸部に
隔てていた．獣脚類およびイグアノドン類優勢の恐竜動物相は日本，韓国，および
四川省といった沿岸部に，獣脚類と竜脚類優勢の恐竜動物相は山東省や内モンゴル
自治区といった内陸部に分布していた． 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
